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道路安全監査を支援するコンビュータシステム
一英国の現状と我が国への適用一

今回覚典噂・雨宮技場$

Some Problems of Computer Support Systems for Road Safety Aud.it 
-The Present Situation of Great Britain and Introduction into Japan-

Hirofumi IMADA *and Moon NAM GUNG** 

In 1992 road safety audit system was established in Great Britain， this sys畑

胎m is a formal procedure for assessing accident potential and safety perform叩

ance in the provision of new road schemes， and schemes for the improvement 

and maintenance of existing roads. These audits are carried out by specialists 

with appropriate experience and training， and who are independent， these results 

must be reflected in those schemes and transportation must be tried to improve 

safer. In order to be effective auditors may refer 旬 alot of past case studies of 

safety audit and information from a wide area of related to planning safety 

measures. At that time computers will play an important role in auditing road 

safety， because a lot of time， works， and cost are spent. Therefore， the objec-

tives of this study are to examine and discuss computer system for safety audit 

in Great Britain and the introduction of it into Japan. Obtained major results 

are as follow; In Great Britain (1) Word and Excel are usually used for docu欄

ments of road safety audit， (2)computer softwares for road safety audit are on 

sale， some of auditors use them， (3) there are few databases which are widely 

opened for auditors. In Japan (4) computer system for supporting safety audit 

must be developed from now. Finally， the computer system， which we can hold 

jointly various information among auditors and organization， have to con脚

str・uc加das soon as possible. 
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1.はじめに

1990年以降，ヨーロッパ諸国の交通安全対策に

対する考え方が，事故多発道路における事故減少

対策から事故発生の可能性を最小化する予防対策

へと変わってきている.

1987年，英国は2000年までに道路交通事故死傷

者数を1981--1985年の平均年間事故死傷者数の%
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まで減少させる目標を設定した 1) オーストラリ

アは1992年に問様な目標を設定した 2)また，ニュー

ジーランドは2001年には1991年時の，オランダは

2010年には1986年時の死亡者数や死傷者数の半減
を目標としている 3)このため，新設道路の場合，

計画段階から安全性の高い道路を目指し，計画，

設計，建設，管理の各段階で安全性の評価を実行

し，さらに，既存道路については事故発生の可能

性を最大限小さくするような対策を講ずる交通政

策に重点がおかれてきている. EUでは道路交通

の安全性を最大限確保するために道路安全監査

(Road Safety Audit)や安全影響許価 (Safety

Impact Assessment)が制度化されようとしてい

る4) 

このような状況の中で英国は，道路安全監査を

1990年に制度化して多くの実績を蓄積してきてい

る.交通安全の専門家が遊路計画や設計をチェッ

クし，問題点があれば，道路計剛者や設計者に改

普を勧告することができるようになり，幹線道路

と高速道路の建設には安全監査が義務づけられた

5 )この制度は，上述したオーストラリアやニユ}

ジ…ランドにも導入され，大きな効果が報告され

ている 6)また，デンマーク7)においても1992

年には安全監査制度が導入されている.

アメリカ 8，9)では1997年道路安全監査に関す

る調牽研究が行われ，監査制度の導入について検

討が進められている.一方，東南アジア諸国の多

くも交通安全対策として道路安全監査制度を導入

しようとしている. タイ 10)やフィリピン 11)での

実施例が報告されている.特に，既存道路の安全

対策立案に監査制度を導入している.

我が国では，これまで瀬尾らロ)や商村13)が代

表的な英国の道路安全監査制度を紹介しているが，

我が困への適用に関する本格的な調査研究14)は，

土木学会道路安全監査研究分科会によるものが最

初であろう.

では，道路安全監査とはどのようなものであろ

うか.上述したように専門家が交通安全の視点か

ら道路計画や設計案をチェックし，安全性の高い

道路交通システムを目指すものである 15，16) もち

ろん専門家は，計画者や設計者から独立した第三

者の個人もしくはチームである.このように道路

の計剛，設計段階，供用前，供用後または既存道

路に関しでも安全性がチェックされる.道路安全

監査研究分科会14)が英国の監査者を対象に調査

した監査事例によれば，道路安全監査は比較的短

時間(2， 3時間)に終了できる監査から，長い

時聞を饗する監査まで幅広いようである.躍を査内

容もマニュアルが用意されており，事務的に進め

られる場合から相当の議論が求められる場合まで

多岐にわたる.たとえば Oxfordshireの安全監

査ガイドライン山によると構想計画・予備設計

(Stage 1 )，詳細設計 (Stage2 )，供用前の現地

検査 (Stage3 )，供用後の現地検査 (Stage4 ) 

の各段階で監査を受けることが求められている.

また，監査者養成のための講習会テキスト 18)に

は監査者がチェックしなければならない項目を整

理したチェックリストの事例が示され，段階毎に

詳細な解説がされている.項目も多岐にわたり，

詳細な監査が要求されている.監資に要求される

労カと時間は多大であると思われる.したがって，

監査にコンピュータの支援があれば，労力と時間

は大幅に削減され，コスト削減，さらに，より多

くの道路計画の監査が可能になる.英国では，監

査を支援するコンピュータシステム開発も報告さ

れている.なお，安全監査は当該道路のみを監査

するものであり，安全影響評価は当該道路はもち

ろん当該道路が影響を及ぼす範囲内の他の道路の

安全性をも監査するものである.

そこで，本研究は，英聞の道路安全監査者に対

して行った調資結果を恭に英閣における口ンピュー

タシステムの現状を明らかにする.また，我が闘

の交通安全対策の立案や対策評価へのコンピュ…

タ利用の現況についても調べることとする.

最後に，我が岡への道路安全監査制度の導入に

関する課題をコンピュータシステムの聞から考察

する.また，このことが韓間への安全監査制度の

導入に大きな示唆を与えてくれるものと考えてい

る。



今回 典 101 

表-1 英悶におけるコンピュータ支援の事例

Computer Support System例|回答数 Database名・ソフト名

Databese利用

事故地図情報管理

事故図面管理

故腰歴管理

監査記録管理

監査効果モニタ…

7

1

1

8

7

2
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Oracle Relational Database 
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用ソブト
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事故 Database
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般ソフト

日UCHANANSAFETY AUDITOR 

SMALL WORLD ， AccsMAP 

SafeNet， KEYAccident， ACCSSTATS; 

(London Accident Analysis Unit) 

MS Excel， MS Office 

2.英国の道路安全監査におけるコンビュータ利

用の事例

監査制度が進んでいるイギリスでは，監査業務

にこ1ンピュータが利用されている.たとえば，過

去の交通事故の情報収集，監査結果の文書化と記

録等にはコンピュ…タの検索やワ…プロ機能が利

用されている.現在それ以外のコンピュータ化も

議論されている.

わが国では事故分析者や安全対策立案者等が詳

細な事故情報源にアクセスできないのが現状であ

り，迅速な事故分析や安全対策立業に支障をきた

している.さらに，安全監査自体が制度化されて

いない.ここでは 英閣のコンピュータ利用実態

を研究し，我が国への適用性について考察する.

( 1 )コンピュータ利用実鰍調査

1999年，英国の203のCouncilを中心とした自

治体に道路安全監査に関するアンケート調査を郵

送により実施した.回収できたのは49自治体の監

資者からであった.49の内4が自治体から監資を

受託しているコンサルタントの技術者からであった.

監査になんらかのコンピュ…タシステムを導入

していると回答があったのは 表-1に示される

ように Databaseの利用が17，ソフトウェア利用

が12であった14) 間収率が低いので，英間全体の

実態を理解することは困難であるが，英国での道

路安全監査時におけるコンピュ…タ利用の傾向を

把握することはできると考える.

さらに， 49の回答の中で Emailアドレスの記

入があった12人の監査者に対して Databaseと監

査に用いる特別のソブトの具体的な内容について

Emailによる調査を再度行った.12人中 8人か

ら回答を得ることができた.以下の節では Email

による調査結果を主体に英岡の現状について述べ

る.したがって，ここで述べることは監査にコン

ピュ…タを積極的に取り入れている監査者の動向

であると思われる.

( 2) Database 

表-2は監査で用いている Databaseの具体的

な内容を整理したものである.

表-1.2によると英国では事故に関する Data-

baseと監査結果を管理する Databaseが多い.

監査結果に関しては Excelや Access等が用

いられており，このような Databaseは監査者個

人やチ…ムで管理されている.一方， Oracleの

ような本格的な Databaseソブトも用いられてい
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表-2 Databaseの内容

1. Council内にある記憶装置と MicrosoftのAccessによる検索システム

2.州議会の道路交通事故 Databaseを参照する.

3.十べての監査に関するヂ}タが文書で保存されている.

4. 実施された道路安全殴資壮一覧表にするためMicroso伐の Excel在使用

5. 事後の事故を分析したり，監視するための Unixシステムを用いた Orac1e

Relational Database 

6. Buchananコンサルタントが開発した AccsMapコンピュ…タプログラムを用

いて全事故を表にし，常に5年聞の事故履歴について調査をしている.

7. 事故の Database

8. Autocadによる事故 Databese.

9. MicrosoftのExcelとAccess.

10. 実施された監査や実施されている監査の状況を監視す司る.

11 . Humberside瞥察によって維持管理されている交通事故デ…タシステム.

12. 州が使っている KEYACCIDENTソフトウェアの形で提供されるデータ.人

身事故一件一件の詳細が分かる.

13. S. Thompsonによって開発された Council内の AccessDatabase 

14. London事故分析部からの STATS19ヂ}タ

15.道路交通事故 Database (South Wales警察から提供される道路交通事故の概

要)

16.響察の事故データを用いる KEYACCIDENT Database 

17. 人身事故 Database (198 1年1月1日より)

18. KEY ACCIDENT Database 

19. GIS事故分析 Database

20.進展状況の監視を支援する Databaseの使用.

21.道路安全について公表されている研究報告書や安全工学計画の成功例に関す

るDatabaseをコンノ《イノレしている.

るが，これを維持，管理するためにはかなりの専

門的知識を持った人が必要であろう.

死傷者に関する情報，自動車に関する情報等，詳

細なヂータが保存されている.なお，ヂータその

ものは管轄警察から提供を受けている場合が多い.

また，デ〕タを公表する際に瞥察の許可を要する

場合も多いようである.

交通事故に関する噂門のDatabaseとしてKEY-

ACCIDENT， AccsMap， AutoCAD等といった

ソフトが比較的多くの Councilで用いられてい

ることが今回の調査でわかった.これらのソフト

は， GIS (Geographical Information System) 

と併用できる事故Databaseである.価格は3，500

ポンドとかなり高額なものも多い.

(a) KEY剛ACCIDENT

関-1は KEY-ACCIDENT(資料一 1)を用

いた事故データ保存例の一部分を示したものであ

る.KEY叫 ACCIDENTには，事故に関する情報，

このソフトには，検索恭準の自由な設定，特定

事故の容易な抽出，抽出した事故のブァイル作成，

棒グラフの作成と作図，頻度分柑の作成と作図，

パイチヤ}トの作成と作図，結果のテキスト作成

と印刷が自動的に実行される機能を備えている.

また，数値地図上で検討地域の選択と調査，デー

タの数値地図画面上への表示等が，自動的に実行

される.
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ある.

(c) GIS事故分析Database(The City of Edinburgh 

Council) 

GIS事故分析 Databaseは SmallworldGISを

適用したものである.

Databaseに保存されている情報は轡療によって

配録された全人身事故の詳細にわたり.50以上も

項目が記録されている.知りたい項目に従って検

索すれば容易に情報をテキスト形式，または地図

上に出力することができる.

( 3 )使用ソフト

表-4はソフトを対象に調査結果を整理したも

のである.監査チェックリストや監査報告書の作

Key ACCIDENTの概要

(b) AccsMap (Oxfordshire Council) 

AccsMapは道路交通事故に関するデータを管

理するための Maplnfoプログラムを使っている.

Maplnfoは GISをベ…スとしたプログラムで

図-1

ある.利用者は事故の位置を地図上で見ることが

でき，データの広範な分析を実行することができる.

AccsMapに保存されている情報の種類は，

に事故の環境に関する情報(たとえば，日時，場

所，道路のタイプ，速度制限，気象条件等). 自

動車に関する情報(自動車の種類，運転者の年齢

と性別，走行状況等).事故当事者に関する情報

(年齢，性別，運転者の損傷程度)である.

表 3は AccsMapにより整理された出力例で
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TRAFFMAP CASUAL TY ANAL YSIS 

AccsMap Accident Analysis 

Accidents between dates 

Select Road class 

All Road Users 

Age Group 

0-4  

AccsMapによる事故集計一例(OxforordshireCouncil資料)

03/03 

01/01 31/12 (36months) 

Within Polygon 675 

表-3

Total 

0 

4 

Slight 

0 

3 

Serious 

o 
o 

Fatal 

o 

a味

n
w
d
p
o

14 

11 

6

7

0

3

3
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Male 

Female 

All 

Male 

Female 

All 

Male 

Female 

All 

Male 

Female 

All 

9 5 

14 

19 

10 

15 

英国で道路安全監査に使用されているソフト例表-4

監査の番類

SafeNet 

運輸研究所が開発した事故推計プログラム

Microsoft Word 

報告書の概要作成

Microsoft Excel， Microsoft Word 
監査計闘記録の保存，報告替の作成，

作成

SAFETY AUDITOR (Buchana Computing) : 

SAFETY AUDITOR(I.H.T.のガイドラインに沿う)

KEYACCIDENT 

道路や交差点改良前に現在の事故を分析令するための KeyACCIDENT 

SAFETY AUDITOR (Buchanan Compu也19)

監査の支援と自動的監査結果の報告書作成

ACCSTATS (by LAAU) ACCSMAP (Buchanan Computing) 

ACCSTATS， ACCS~仏p ， GIS 

London Accident Analysis Unit 

モヂムを介して LondonAccident Analysis Unitの事故情報にアクセス，

この情報は安全監査に用いられる.

SMALL WORLD， GIS 
SMALLWORLD人身事故システム

GIS based application 

チェックリストの作成.

( GISによる)
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自動的にコンピュータに保存される.新たな監査

を行う際， SAFETY AUDITORに保存されてい

る過去の監査例を検索することも可能である.

典寛旧

成にマイク口ソフトの Wordを使用している.

監査の記録や進展状況等は Excelで保存されて

Access Databaseも同様に利用されてい

ぷ〉、
y 

次に，安全監査を支援するコンピュータ支援ソ

ブトとして開発された SAFETYAUDITOR (資

の特徴について紹介する.

このソフトは，監査を支援するために構築され

たコンピュ…タシステムである. SAFETY 

AUDITORのソフトを立ちあげれば，図

示されるようにチェックリストがコンピュータ闘

念
品

た，監査結果を報告書にすることもこのソブトが

自動的に行うようプログラムされている.英国の

多くの監査者がこのソフトを利用しているようで

ある.

いる.

る.

岡本における交通安全対策および政策を支援

する既存の Database

3. 

2 ~こ

料-2 ) 

( 1 )道路に関宮るDatabase

建設省が道路を管理するための

(MInistry Construction Highway 

Information database system，資料-3)を構

Database 

MICHI 

面ょに表示されるので，監査者は問問上の指示に

従って監査を行い，指定場所にチェックやコメン

トを入力する.ソフトを終了すれば，監査結果が

DEFINING THE STAGES OF SAFETY AllDIT REj)UIRED FOR DIFFERENT 
SCHEMES 

IW岨血l.mIJW.:.ll盟国'jjWmIlili!"lWr ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1・、・明るe‘".・3・・主 A 屯 T二 '九 ;1'、'.:;..γ 、~ぺ ......守 r、./.:":

ιE  
GE  

;þ~湾総桝~~~:蝋鵠~!榊t梢(f~?~:餓 17:00:37 

SAFETY AUDITORの概要図-2
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表-5 データベース MICHIで扱われている内容

大区分 中 区 分取

周辺状況
管轄，敷地，地名，用途地域，騒音環境基準地域， DID区域，

通学路指定区域

道路状況 交通規制，交通現況，規制区間，被災歴

道路構造
路線，縦断勾配，平面線形，幅員構成，舗装，道路交差点，鉄道交差，

歩道・自転車歩行者選，独立専用自転車道 中央帯，環境施設帯

狭量，橋側歩道橋，横断歩道橋， トンネル 洞門，スノーシェッド，地

道路構造物 下横断歩道，道路ボックス，横断ボックス，パイカルバード，

のり出・斜面¥擁壁

防護柵，道路照明，視線誘導楳(反射式)，視線誘導標(白光式)， 

道路標識，道路情報板，交通遮断機， 1 TV，車両感知器，

付属物および 車両諸党計測施設，気象観測施設，災害予知装置，自動車駐車場，

付帯施設 自転車.駐車場， 防止施設，落下防止施設，消雪パイプ，

口一ドヒーテイング，除雪ステーション，防災備蓄倉庫，共同溝，

CAB電線共同溝，諸臭い，遮音施設，遮光フェンス，距離標，流雪溝 l 

*中区分の個々は数値，

記録されている.

図，写真等で記録されている.また，完成時期，補修厩等も

築し，道路管理に必要な施設に関する膨大な情報

を管理している.表-5はMICHIで扱われてい

るデ…タの主な内容を示している.デ…タは，数

傭情報ばかりではなく，テキスト情報，イメージ

情報等の形式で保存されている. この Database

は常に更新されており，古いデータも同じ

Database内に保存されているため，道路の維持

管理の履歴に関する情報も容易に入手できる.

しかしながら，このような Databaseは建設省

が直轄している国道に限られており，我が閣の道

路総延長のほとんどを占める建設省直轄以外の国

道，主要地方遊，一般県道，市町村道等の維持管

理，改良，新設，安全対策等に関する情報は文瞥，

紙上の図面等の形で保管されており，年数が経る

と不明になる場合が多い. コンピュ}タによる

Databaseの構築が早急に望まれる.

( 2 )交通特性に関するデータ

交通量デ…タは感知器による自動計測デ…タ，

入手で計測されるヂ}タ等がある.

感知器で計測される交通最は，感知器からコン

ピュータに送信され，単位時間毎の集計値が保存

される場合が多いようである.特に，都市部にお

いてはこのような情報が公開されれば，監査時の

情報収集は非常に容易になる.

また，市町村が独自に行う交通量調査や建設省

が3年毎に全国一斉に実施する交通量調査結果は

報告書に整理されている.近年は， CDに記録さ

れるようになり， CDを用いれば，コンピュータ

で真に知りたい地点の交通最情報を容易に検索す

ることが可能になる.
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( 3 )事故に関するDatabase
交通事故に関するデータは都道府県の各欝察に

よqて事故調査，言日銀，保存されてきている.

タはコンピュータに保存，管理されている.都道

府県によって異なるが 事故発生場所を CAD

(Computer Aidded Design，資料一 4)や数値

地岡上に記録されている場合も多い.また，近年

交通事故総合分析センタ」が設立され，全閣の事

故デ}タを一括管理している.

しかしながら，道路設計，交通事故防止対策立

案，交通安全に関する研究時等，詳細な交通事故

情報にアクセスすることが非常に困難な状況であ

る.酒路設計者，安全対策計問者，交通安全研究

者等が一定の制限の中で事故Databaseに容易に

アクセスできることが望まれる.また，公開でき

る事故の項目だけを対象とした Databaseを構築

することことも考えられる.

( 4 )その他のDatabase
事故分析に要するデータは，気象，土地利用，

交通規制，交通参加者が指摘する危険筒所，交通

に関連する企業等に関するものがあげられる.こ

れらのデ…タも，それぞれの組織が収集，集計，

管理している.これらの一部は Databaseが構築

されている.監査者がこれらの Databaseにアク

セスできることが望まれる.

( 5 )過去の対策事例とその効果および交通安全

研究文献

安全対策を立案する際，危険筒所の発見とその

問題点の探求および対策立案が重要であることは

うまでもない.対策立案時，どの対策が効果的

Tあるかを予測することが必要である.特に，本

当に効果のある対策を重点的に実施することが求

められており，過去に実施された対策とその効果

を知ることが叢要である.

また，全く新たな発想、に基づいた対策を研究，

実施することも重要である.交通安全研究，また，

交通安全に関連したさまざまな分野の研究成果を

知ることが必要不可欠である.

今後，このような対策事例，研究報告等の

Databaseの構築とそれへのアクセスが望まれる.

4.日本における交通安全対策立案・静価および

事故分析時のコンビュータ利用

従来の安全対策の一層の高度化と対策の立案お

よび評価の科学化が急務とされている.交通事故

対策の原点に返り，事故発生地点の現地調資に基

づいて適切な対策の決定，効果の計測等が客観的

なデータを基になされることが求められる.多く

の分野に波る膨大なヂータの迅速な収集と解析が

要求され，コンピュ}タの支援が必要とされる.

この章では，交通安全対策の立案，評価にコン

ピュータが用いられたり，提案されている事例を

整理する.

( 1 )事故発生過程をコンピュータで碍現9るシ

ステム

事故の発生過程をコンピュ}タの中で帯現し，

事故発生の原因を掠る研究聞も多くあり，最近

では，事故分析用の事故再現ソフトも市販されて

いる.

( 2 )ドライピンクシミュレーター
今日，道路設計図簡を 3次元空間上にCG表現

することは容易にできる.特に，景観評価に用い

られている.これはドライパーの日から見た溜路

計画や設計案の安全性評価にも適用できる.特に

視点を様々な速度で移動させることによゥてより

現実的な評価が可能になる.

飯田ら加は道路設計案の安全性を事前に評価

するためにバーチャル・リアリティ技術を用いた

ドライピングシミュレータを提案している.運転

者の挙動に応じた還転者の視覚イメージをスクリー

ンに投影し，心理実験をするものである.飯田ら

は，このシミュレータの再現性が高いことを確認

している.

( 3) CADおよびGISの利用

安全対策の評価では 安全性がどれだけ向上す

るかを予測することが重要である.実施した対策

によって事故が増加することがあってはならない.

このためには過去の事故地点に関する詳細な情報

を把握しておく必要がある.森地ら 2川ま事故分

析の際，発生地点の特性を調べるため，たとえば
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道路構造，周囲の土地利用，交通量，都市計画に

関する情報等を GISを用いてデ}タ化すること

を提案している.英国では事故データの管理に

GISが用いられており，我が国でも GISが安全

対策の立案，評価に大きな役割を巣たすこが期待

されている.

( 4 )交通事故危険地点の発見から安全対策の立

業から評価までをシステム化

著者弘幻)は，事故分析に係わる Databaseの構

築・吏新から安全対策案の立案，評価までをパ}

ソナルコンピュータで行なうシステムの考え方と

事例を提案している.提案した事例は初歩的なも

のであり，今後改良を進める予定である.

a)単独で用いる場合

( 5 )事故分析ツーJし

分析するソブトは多様であり，容易に入手でき

る.たとえば， Excel， Access， SPSS， SAS等は

代表的なものである.

5聞道路安全監査を支援するコンビュータシステム

提案する 3ンピュータシステム 22)は，チェッ

クリストを用いることを念頭に置き，監査者支援

システム，情報加工システム，..:r:キスパ}トシス

テム，効果評価システム， Database等から構成

されている.

監資者支援システムは，図-3に訴されるよう

監査者支援 I.事例を参照 l データ l 
システム|司 長|ベース!

東新

b)情報加工システムと併用して用いる場合

結果を参照

c)工キスパートシステムと併用して用いる場合

結果を参照 エキスパート

システム

図-3 道路安全監査支援のコンビユ」タシステムの構成
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に単独で用いる場合 情報加工システムと併用す

る場合，さらにエキスパートシステムと併用する

場合がある.ただし，いずれの場合も Database

は重要な役割を果たす.

( 1 ) 監査者支援システム

構想段階で用いる監査支援システムは，これま

で実施された監査結果を監査者に提示するもので

ある.監査結果は文意や図面で記録される場合が

多く，キーワ}ドや分類コードで整理され，監査

者が必要な情報をすばやく引き出せることが重要

である.

構想以外の段階では，これまでに行われた実例

を参照しながら，チェックリストを恭に監査を進

める.チェックリストは，概略設計，詳細設計，

供用前，供用後の各段階で異なるが，基本的なシ

ステムはいずれの段階とも同じものである.

( 2 ) 情報加工システム

上述の監査者支援システムは過去の事例やチェッ

クリストを監査者に示し 監牽を支援するもので

ある.しかし，各段階において与えられる情報を

加工して監査者に示すことも必要とされる.たと

えば，監査を要する部分と要しない部分の判別，

その部分の改普策の提示，設針案のグラブイツク

表示，設計業を基にした交通流シミュレーション

の実行等であり，それらの結果を監筆者に提示す

る.

( 3 ) エキスパートシステム

監査者や道路利用者の知識に関する Database

を基にして道路計闘や設計案を監査するエキスパー

トシステムである.監査者はエキスパートシステ

ムが監査した結果を参考にしながら，詳細な監査

を行うことができる.

( 4 ) 効果評価システム

供用後の安全性の監視も監査の重要な任務であ

る.効果評価システムは， (2)の情報加工システ

ムと重複する部分は多いが， Databaseを基にし

て事故分析，効果分析，費用便益分析等を支援す

る.

( 5 ) Database 

Databaseの構築はコンビュ…タシステムのもっ

とも重要な部分である.

Databaseは，①これまでの監査結果，②監査

者の知識，③道路利用者の知識，④道路構造と交

通事故の関係，⑤安全対策と交通事故の関係，⑥

数値地関情報，⑦安全対策の履膝，⑧交通事故，

⑨費用等を記録する.

6“まとめ

道路安全監ヨ援を支援するコンピュ…タシステム

について考察した.特に，英困の実状を郵便と

Emailによって調査し， 日本への適用について

考察した.得られた知見を以下に示す‘

英国では;

(1) 監査結果を MicrosoftW ord， Excelによ

り記録している.ほとんどの監査者がそれら

を利用していると恩われる.

(2) 監査噂用のソフト SAFETYAUDITOR 

が開発され，多くの監査者が利用している.

(3) 事故ヂータは GISを進基本とした Database

に記録され，事故分析に積極的に利用してい

る監査者も多い.

(4) Databaseは監査者側人や監査チームによっ

て管理されている場合がほとんどであり，他

の監査者や監査チ…ムには公開されていない.

次に，日本では;

(5) 道路管理者による Databaseの管理はみら

れるが，規格の低いレベルの道路に関する

Databaseはみられない.

(6) 事故に関する Databaseは都道府県瞥察本

部が管理しているが，交通安全対策立案者や

研究者が容易にアクセスできない.

(7) 安全対策代替案策定を支援するゴンピュー

タシステムは多く提案されている.今後実用

化が望まれる.

(8) 本研究では監査を支援するコンピュータシ

ステムを提案した.このシステムの適用性の

一部は社会情報学研究ね)で発表済みである.
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7.今後の課題

( 1 ) Databaseへのアクセス

英国においても監査を実施する Councilは交

通事故に関する情報を瞥察から受けている.ある

Councilは，警察から入手した事故ヂ…タを公開

するためには警察の許可を要するとしている.日

本においては事故に関する情報入手は困難な場合

が多いことは事実である.

公開できる詳細な事故情報に関する Database

の構築と公聞が必要である.

建設省は MICHIDatabaseを運用しているが，

一般道においてもそのような Databaseの構築が

盟まれる.道路計両者，安全対策計両者，研究者

等が構築される Databaseへアクセスできるよう

なシステムが必要である.交通量，気象，土地利

用等の Databaseへのアクセスも同様である.

( 2 )他組織との情報共有

交通安全政策立案時と同様に安全監査時にも多

様な分野のデータ収集や分析がなされ，政策立案

や監査が問題点の明確化，具体的な対策の立案・

評価，実行等の手順で実施される.こ'のためには，

監査者は多くの分野の Database，たとえば，気

象に関するヂ}タ，地域計聞や都市計闘に関する

ヂ…タ，さらには ITS等との情報の共有が必要

になる.

さらに，実施された政策や対策の効果を常に計

測し， Database上に記録することが震要である.

( 3 )コンピュータシステムの適用性の検討
提案したコンピュ…タシステムを実際の場に適

用し，その適用性を検討する.

( 4 ) 

韓国における交通安全対策立案を支援できるデー

タベースの現状調査を行う予定である O さらに日

本と韓国の聞で情報の共有化についての研究も進

める予定であるo

謝辞:本研究の分析には 平成12年度日本学術振興

会日韓科学協力事業共同研究の補助を用いている。
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